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モンテッソーリ・メソッドにおける幼児の音楽表現活動の位置づけ 
―J. K. Miller による音楽カリキュラムに着目して― 
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Abstract 
J. K. Miller underwent Montessori Elementary Teacher Training in Bergamo, Italy, and concurrently received 
music education based in Montessori method instruction from Fresco-Galeazzi, who had been a student of A. M. 
Maccheroni. Miller is currently a trainer at the Montessori Elementary Teacher Training program organized by 
the Association Montessori Internationale. Miller developed a music curriculum in the Montessori method by 
expanding and modernizing the music education theory of M. Montessori, Maccheroni and E. B. Barnett. The 
current study aimed to clarify the position of children’s musical expression in Miller’s version of the Montessori 
method. In this research, we focused on the “Musical Instrument” and “Games and Musical Expression” areas of 
the program, including elements of musical expression of young children in Miller’s music curriculum. Analysis 
of children’s musical expression in Miller’s method revealed two main features: (1) collaborative activities are 
intended to develop children’s ability to express themselves through music; and (2) the process of expression and 
creative activity itself is emphasized. In addition, our results revealed that musical expression in Miller’s method 
contributes not only to mastering musical abilities and skills, but also to fostering “creativity” as a core component 
of the Montessori method. 
 
１ 研究の背景と目的 











 一方，現在，Association Montessori Internationale（国際モンテッソーリ協会，以下 AMI）主催のモンテッ
ソーリ教師養成に携わっているミラー（Miller, Jean Karen 出生年不明〜）は，モンテッソーリらの音楽教
音楽文化教育学研究紀要 XXX 2018.3.22 






















立学校で音楽教師を勤めた経歴を持つ（Miller, 1981, pp.39-40）。 
 ミラーがモンテッソーリ・メソッドを学び始めた基点は，1960 年代後半に AMI が開催した，イタリア・
ベルガモでのモンテッソーリ教師養成コースを受講したことである。その教師養成コースのトレーナーが，
マッケローニから直接音楽教育の指導法を引き継いだガレアッツィー（Galeazzi, Vittoria Fresco 生没年不
明）であった。したがって，ミラーはマッケローニの孫弟子にあたる。ミラーはモンテッソーリ教師の資
格を取得した後，アメリカで 2 歳半から 12 歳までの子どもを対象としたモンテッソーリスクールの教師
を務めた。 
 1975 年にミネソタ州で開催された AMI の学会において，ミラーは，モンテッソーリの息子であるマリ




要となるモンテッソーリらの非公開の史料を全て利用できるよう，AMI に働きかけた（Miller, 1981, p.ⅵ.）。
1981 年，ミラーはこれらの史料に加え，モンテッソーリ音楽に携わる人物へのインタビュー内容，そして
























て，（大人は）子どもを支援し，育てることを意味する。（Miller, 2016, p.1） 
※括弧内筆者補筆 
 






















































（Miller, 2006, no.page より訳出） 
                              
 











































































適切ではない。」（Miller, 1981, p.284）と述べている。ミラーの音楽カリキュラムでは「リズム」という 1 つ
の領域があるが，ここではリズムを習得するための手段として，手をたたくことを基本とする。このよう
なことから，「楽器」領域における打楽器の使用は，音色の探索に重点が置かれている。 
 上記のうち，⑤打楽器は， 4 歳児と 5 歳児を対象とした約 20 人，あるいは 3 歳児〜5 歳児を対象とし
た30〜35人など，クラス全体での活動に適した楽器とされている。1クラスに適切な打楽器の種類と個数，
打楽器紹介のルール，打楽器紹介の基礎的な方法，及び，打楽器紹介の例は，以下の表 2 から 6 に示すと
おりである。なお，打楽器紹介のルールのみ，モンテッソーリ教師養成のディレクターであるホール（Hall, 
G. Elizabeth 出生年不明〜）2の方法が引用されている。 
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 表 2 1 クラスに必要な打楽器の種類と個数        表 3 打楽器紹介のルール 
            （Miller, 1981, p.285 をもとに筆者作成） 
           （Miller, 1981, p.284 より訳出） 
 





















（Miller, 1981, pp.285-286 をもとに筆者作成） 
 
表 5 打楽器紹介の例 
楽器 曲名 表現方法の例 




小さなベル 《Jingle Bells》 歌詞の内容に沿ってベルを鳴らす。 
トライアングル 《Twinkle Twinkle Little Star》 記載なし。 




（Miller, 1981, pp.287-290 をもとに筆者作成） 
 
 打楽器の基本的奏法，及び，打楽器を用いた表現方法の基礎を習得した後に位置する活動が，2 人組あ










クラベス（リズムスティック） 10 組 
タンバリン（直径 6 インチ） 3〜4 






1．教師が紹介した楽器を，子どもは少なくとも 1 回は 
  実際に演奏する。 
2．最小限の援助で，子どもが楽器を十分に演奏できる 
  ようにする。 
3．子どもが 1 つの楽器を十分に体験することができる 
  よう，楽器は一度に 1 つだけ紹介する。 
4．それぞれの楽器は，その音色に適した歌に伴って紹 
  介する。 
5．楽器紹介で使用する歌は，子どもがすでに知ってい 
  るものが望ましい。 
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合うようにして線上に並ぶ。1 人の子どもがリズムを提示し，もう 1 人の子どもはそのリズ
















































当て，それらの活動内容を概観していく。なお，表 7 に示す全ての活動及び表 8 の一部の活動は，モンテ































（Miller, 1981, pp.298-299 をもとに筆者作成） 
 
b）表現活動 






























（Miller, 1981, pp.299-302 をもとに筆者作成） 

























































現在ホールは，アメリカのコロラド州に位置する The Montessori Institute Denver における教師養成コー
スのディレクターを務めている。本稿の表 3 に示す「打楽器紹介のルール」は，1979 年にオハイオ州の
クリーブランドに位置する The Montessori Institute of Cleveland の教師養成コースにおけるホールによる
教授内容に基づいている。 
3）ジョーンズもミラー及びホールと共に上記 2）に示すガレアッツィーのモンテッソーリ教師養成コース
を受講したメンバーの 1 人である。本研究の表 7 の全ての活動及び表 8 の 2）に示す活動は，ジョーン
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